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（２）　研究年度、予算

平成１６年度　4,400千円

平成１７年度　4,200千円

計　8,600千円

（３）　当初の目的

片側伝播現象は、短い常伝導部が熱擾乱を与えた位置から片側のみにコイル捲き線を比較的速く伝播する

現象で、その機構について導体構造に基づく幾つかの説が提示されているが未だよく解っていない。この現

象は、ＬＨＤ導体設計時には全く予測されなかったもので、その機構を明らかにし、今後のＬＨＤコイルの

高磁場化や大型超電導コイルの設計に役立てることが必要である。本研究では、実験と数値解析の両面から

この現象を研究し、導体構造、黒化処理、安定化材、磁場強さ、コイル電流の影響等を明らかにすると共に、

有効な伝播防止法を検討することを目標とする。
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